野立岩
野立ち岩の高さは約10メートルで、地元の言い伝えによると、100人以上が一度に立つことができる。1600年、近郊の宇都宮の大名が、会津藩へ北上する道中、側近らとともに塩原を通った。宿泊施設が無かったため、彼らはこの巨石の上で一晩野営した。その結果、皮肉かもしれないが、野立ちの慣習にちなんでノダチと名付けられた。この言葉は一般的に、 貴人が地方へ旅行する際に野外で摂る休憩を指していた。

